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2008 April Vol.72 No.4 ●特別記事「生きるための緩和医療」というタイ

トルにドキッとした人もいらっしゃるのでは？ い

わゆる「終末期」であっても，死ぬために生きて

いるわけではない．死が訪れるときまで，ただ，

生きる．当たり前のことのようですが，医療が高

度化する今，難しい課題です．

特集は「自己治癒力」がキーワードでした．人

間が本来持つ回復力，いわゆる「自然治癒力」

から一歩踏み込んで，そうした治癒力の発露に

人の主体性が深く関与しているという考え方が

提示されていました．実際のところ，人の主体性

がその人の治癒力の発露にどのように関係して

いるかは（わかっていることがあるとしても）未知

数の部分が大きいでしょう．しかし，日々 の実感

としてこれを否定する人は少ないのではないで

しょうか．意識しているかどうかは別として，生き

ようとする意志が人に眠る治癒力の発露にか

かわっているとすれば，それを支えることは，これ

からの医療では大切な課題となるのでは？ そ

んなことを考えました． 【鳥居】

●病院勤務医を中心とした医師会「全国医師

連盟（仮）」発足のニュースは，労働者としての医

療者という見方が改めて注目されるよいきっか

けになるかも知れないと，期待させるものでした．

高齢化，格差拡大が進む日本において，医療者

の担う役割は大きくなるばかりですが，その役割

に見合うだけの労働条件が得られているかとい

うと，決してそうではないと思います．「医は算術」

ではありませんが，算術なくしては暮らしていくこ

とはできません．それをないがしろにしてきたつ

けが，今の貧困な医療現場を生んでいるとも言

えるのではないでしょうか．その是正のために，

今回の組織に参加する医師たちは立ち上がり

ました．さて，看護師はどうでしょう？ 【大野】

編・集・後・記 

特集

専門看護師と働く
ということ
活用と協働の立場から考える

日本看護協会認定の専門看護師制度が設立されて 10 年．現在では

240 名の専門看護師が誕生しています．が，それでも全看護師の数から見

ればほんの一部．その能力や価値について，耳にしたことはあったとしても，

実際にともに働いたことのある人は，まだまだ多くありません．

そこで，2007 年に専門看護師ネットワークが生まれたことをきっかけとして，

専門看護師とはどのような役割を果たすのか，その取り巻く状況がどのよう

なものか，そして一般看護師との協働の実際はどのようになっているのかな

どを，改めて紹介します．自らの進む先として，あるいはともに働く仲間として，

専門看護師についてもっと知ってほしいと思います．

専門看護師の存在は病棟をどう変えるのか？
―わが国における CNSを取り巻く状況　小迫冨美恵

専門看護師がいる日常―地域看護　三輪恭子

専門看護師がいる日常―母性看護　赤松房子

専門看護師がいる日常―急性・重症患者看護　大江理英

専門看護師の活用で病棟はこう変わった！
―管理職の視点から 石川泰子

［同僚対談］一緒に働く人としての「専門看護師」 岡本充子・吉永富美

特別記事
臨床知の現在 佐藤紀子

新連載
医療器機とともに学ぶ カラダのしくみ 堀川由夫
かかわるチカラ 糖尿病療養指導の現場学　東めぐみ
医療の零度　次世代医療への省察　京極真
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